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小学生 中学生 高校生

1 旅行・観光から見る日本の歴史

誰もが「当たり前」に行っている旅行・観光ですが、現代までのおよそ1000年の

歴史の中で変化・発展してきました。「江戸時代の伊勢参詣」「修学旅行の起源」

を中心にお話しします。自分と歴史の接点を考える糸口になればと思います。

（修学旅行の事前学習の一環としての講義を想定しています。）

－ ○ ○ 香川大学 経済学部 教授 山崎  隆之
香川大学

地域連携推進課

2 観光社会学からまなぶ「地域」と「文化」

本講義では「地域」や「文化」といった当たり前のように使われてきた概念を、観

光学や社会学で議論されてきた事例と理論をもとにし、再考したいと思います。

人数によってはワークショップなども取り入れたいと思います。

－ ○ ○ 香川大学 経済学部 准教授 二ツ山  達朗
香川大学

地域連携推進課

3 地域福祉を考える

いま、地域福祉への関心、期待が高まっています。この講義では、地域福祉とは

何か、なぜいま注目されているのか、私たちにできることは何か、などについて、

自分たちが暮らしている地域の課題として、一緒に考えてみたいと思います。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 石井　洗二 四国学院大学　入試課

4 私たちの暮らしと社会保障

公的年金は、老後だけでなく、若い時にも受け取ることができます。ホント！？

と、疑問に思うかもしれません。このように、社会保障は高齢者だけが関係する

ものではなく、全ての国民が対象となっています。そこで、「私たちの暮らしと社

会保障」というテーマで一緒に考えてみましょう。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 李　静淑 四国学院大学　入試課

5 北欧フィンランドの社会福祉と日本

北欧のフィンランドは福祉先進国として知られていますが、その意味は福祉制度

だけを見てもわかりません。社会福祉制度は、あくまで家族・政治・文化などを含

めた社会全体の一環としてあります。フィンランドの社会福祉現場を訪ねた際の

写真を交えながら、日本と比較しつつ、高福祉を可能にしている社会の仕組みを

解き明かします。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 片岡　信之 四国学院大学　入試課

6 心のセルフケア

心の健康を保つためには、筋弛緩法、呼吸法、リラクゼーションなど様々な方法

があります。講義では、そのうちのいくつかの方法を体験します。また、心の健康

のために大切な要素についてディスカッションをして、ともに学びましょう。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 山口　孔丹子 四国学院大学　入試課

No 氏名内容テーマ 大学等名称 問合せ先学部
対象者



 【社会学】 2026年5月作成

 25 県内高校生等向け出前講座等一覧

7 援助するってどういうこと?

イギリスの慈善活動からはじまり、アメリカにおいて体系化されたソーシャルワー

ク(個別相談援助)を概観しながら、主に援助者の視点や価値観、具体的な援助

技法等について、実践例を用いて分かりやすく解説します。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 西谷　清美 四国学院大学　入試課

8 子どもを虐待から守るためにできること

みなさんが将来親になった時、育児に関わることになった時、どのように子どもと

かかわれば良いのか？実際に地域で保護者や支援者に実践されている親子関

係支援プログラムを体験し、子どもたちを虐待から守るためにできることは何か

考えます。【使用機器】（パワーポイント使用）PC、プロジェクター、DVD

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 北川　裕美子 四国学院大学　入試課

9
かかわりを紐解く  ―援助・支援の仕組み

と考え方―

ソーシャルワークにおける援助・支援（以下、援助）は、当事者を中心に展開する

ことが原則とされています。もちろん、援助者にも援助をするうえで主体的である

ことが求められます。この当事者・援助者の二者間の関係を相互主体的な関係

といい、特に精神科ソーシャルワークでは "かかわり"として表現されることが一

般的です。講義では、具体的な事例をもとに、精神科ソーシャルワークにおける"

かかわり"について解説します。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 富島　喜揮 四国学院大学　入試課

10 「現代版桃太郎」の物語を読み解く

日本の代表的な昔話「桃太郎」を現代版にアレンジし、社会福祉とりわけ児童福

祉、高齢者福祉、地域福祉の観点から物語を読み解いていきます。そして、そこ

に見えてきた社会福祉援助のあり方や基本的な考え方について解説します。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 西谷　清美 四国学院大学　入試課

11
「子どもの権利」として位置づけられる課

題を考える  ～子ども福祉を学ぶ意義～

皆さんは、子どもの権利条約をご存じでしょうか。子どもの権利条約は、国連に

より1989年に採択され、日本は1994年に、この条約を批准しました。子どもの権

利条約で言う子どもの権利とは、子どもとして生きる皆さん(18歳未満)にとって、

どのような意義をもたらしているのでしょうか。現在18歳未満である子どもや若者

である皆さんにとって、自らを取り巻く生活上の問題の中には、子どもの権利とし

て位置づけられるべき問題が横たわっています。一方で、子どもの存在を守る立

場にあるのは、家庭をはじめ地域で暮らすすべての人々であり、子どもに携わる

専門職者(福祉、教育、医療等)などもいます。子どもの存在を守る大人は、どの

ような役割を担うことが求められているのでしょうか。この講義では、権利の保有

者である子どもとしての立場、今後大人として生きる若者としての立場、それぞれ

の立場について、社会の一員として、考えるべき課題を学んでいただきます。具

体的には、全体学習後に、グループに分かれて、課題に基づきディスカッション、

発表などを通じて学ぶ機会を提供します。なお、学校や学年などの状況に応じて

アレンジも致します。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 野崎　晃広 四国学院大学　入試課
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12
スクールソーシャルワーク  ～学校で子ど

もを支援するために～

現在の学校には、不登校、いじめ、非行、リストカット等、様々な形で支援を必要

としている子どもがいます。スクールソーシャルワークとは簡単に言うと、学校の

なかで様々な困難に直面している子どもたちを、子どもたちの側に立って福祉の

視点で支える活動です。その特徴について事例を用いながらわかりやすく説明し

ます。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 浜田　知美 四国学院大学　入試課

13 心の科学

心理学とは何なのでしょうか。人の心はどうやってしらべるのでしょうか。心理学

のエッセンスに触れます【必要な機材】プロジェクター、スクリーン、HDMIケーブ

ル

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 助教 森川　貴嗣 四国学院大学　入試課

14
子どもの貧困と社会的孤立  ：支援の現

状と課題

「子ども食堂」「フードドライブ」「学習支援」——これらの言葉を一度は見聞きした

ことがあるのではないでしょうか。本講義では、これらの取り組みの意義を理解し

ながら、地域社会全体で子どもの成長を支える取り組みについて考えていきま

す。

－ － ○ 四国学院大学 社会福祉学部 教授 辰巳　裕子 四国学院大学　入試課

15
ソーシャルキャピタルからみる  現代社会

の変容

人間関係資本などとも称される様々な様態の「つながり」にスポットを当て、その

社会的意味や歴史的変遷を概観しつつ、私たちが生きている社会の実情をひも

といていきます。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 教授 竹本　達也 四国学院大学　入試課

16 テキストとして新聞記事をよむ

典型的な活字媒体である新聞は、ネットやSNSが普及した今日なお重要な社会

的位置を占めています。しかしながら、いわゆる「活字離れ」といわれる現象の中

でその位置が大きく変わりつつあるようにも思えます。そこでこの機会に、ごく基

本的な読解の技法をいくつかみていきたいと思います。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 教授 竹本　達也 四国学院大学　入試課

17
学力が低いのは努力不足のせい？  ─学

力を社会学的視点から見る─

これまで学力は、努力の量と比例すると考えられてきた/考えられている。ところ

が社会学的には、子どもの学力は家庭の経済力や文化的環境とより強い相関

関係があることがわかっています。今回、子どもの学力が家庭の経済力等とど

のように繋がっているのか、データを基にして考えてみましょう。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 教授 尾場瀬　一郎 四国学院大学　入試課
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18 メディアを学問する

私たちの身の回りには、多種多様なメディアがあります。それらのメディアは、い

つからあって、なぜそのような様態として存在しているのでしょうか。また、メディ

アは私たちの生活様式や考え方をどのように規定しているのでしょうか。この講

義では、メディアについて、社会学やメディア論という学問から考えていきます。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 准教授 福永　健一 四国学院大学　入試課

19
日本の社会を異文化からの視点で見て

みよう

「日本の普通」は、世界では「異常」かもしれない？外国人住民が増え続ける

今、私たちに求められているのは、単なる語学力ではなく「当たり前を疑う眼差

し」です。この講義では多次元文化モデルという強力なツールを用い、日本社会

の深層を可視化。ワークショップ形式で、異文化の視点から自分たちを捉え直す

体験を共有します。共生社会を生き抜くための「社会学的想像力」を一緒に養い

ましょう。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 准教授 山下　大輔 四国学院大学　入試課

20 フード・ツーリズム

日本における観光やレジャーの発展には「食文化」や「食環境」の繁栄が背景に

ありました。本講義では、「外食」の変化や受容の変遷を視点として、どのように

「食の旅＝フード・ツーリズム」が誕生し現在に至ったのかを、かいつまんでご紹

介します。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 准教授 山中　雅大 四国学院大学　入試課

21 なるほど！スポーツトレーニング

みなさんが日ごろから取り組まれているスポーツトレーニング。なにげなく行って

いるストレッチングにも大切な意味があります。そんなスポーツトレーニングの世

界を、探ってみたいと思います。ひょっとすると、スポーツパフォーマンスアップに

つながるヒントを、見つけ出せるかもしれません。面白く、楽しく、いっしょに学んで

いきましょう。そして、健康・スポーツ科学分野により興味を持ってください。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 教授 片山　昭彦 四国学院大学　入試課

22 スポーツ文化論

スポーツはいいもの！スポーツは素晴らしい！高校生の多くは、スポーツに対し

てこのような感情を持っているのではないでしょうか。でも、それは本当ですか？

スポーツをしているが故に感じる、つらい思いや経験もあるのではないでしょう

か・・・。実は、日本のスポーツ界は今もなお多くの問題を抱えています。こうした

問題を抱えてしまう背景を学び、よりよい日本のスポーツ文化について考えてい

きましょう。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 教授 近藤　剛 四国学院大学　入試課

23
プロスポーツで学ぶチームワークと自己

成長

プロスポーツは単に試合を行う組織ではなく、株主・スポンサー・チーム・ファンな

ど、多くの役割が連携する経営組織であり、収益や人材育成、データ活用などが

意思決定に直結します。講義では、事例を交えながら、限られた予算で選手育

成と勝利のバランスの取り方を学びます。また、チーム運営からリーダーシップ

や自己成長の考え方も紹介。グループワークを通して、自分ならどのようにチー

ムを強く、会社を大きくさせるかを検討し、組織での役割意識を身につけることを

目的とします。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 准教授 中野　彰 四国学院大学　入試課
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24 体験してみよう！パラスポーツ入門

障がい者スポーツの体験を通して多様性の理解と共生社会について主体的に考

える力を育むことを目的とした体験型の講座です。世界的なスポーツ大会である

パラリンピックの紹介の他、パラスポーツの意義や歴史的背景に触れながら、

「どうすればできるか」を探る視点を検討します。チームワークが求められるボッ

チャを中心に活動を行い、合理的配慮や役割分担、信頼関係の大切さについて

議論します。

－ － ○ 四国学院大学 社会学部 准教授 中野　彰 四国学院大学　入試課

25 体の使い方で動きは変わる？

ジャンプや腕振り、姿勢などの簡単な体験を通して、体の使い方によって動きや

すさや運動能力が変わることを実感してもらいます。「足が速い人のは才能なの

か？」「なぜフォームが大事なのか？」といった疑問を取り上げながら、日常生

活や部活動にも活かせる体の使い方のコツを紹介します。スポーツが得意な人

だけでなく、運動が苦手な人にも役立つ内容とし、大学で学ぶスポーツ科学の考

え方をお伝えします。

－ － ○ 四国学院大学 現代教養学部 助教 斎藤　遥 四国学院大学　入試課

26 ロジカル・シンキングとは

政治家の意見の真偽や政策効果を評価するような場合だけでなく、学校での課

題探求学習や日々の生活においてもさまざまな決断や判断が求められます。正

確に問題を整理し、一見正しそうに見える意見に惑わされることなくできるだけ正

しい結論に至るために、論理的思考（ロジカル・シンキング）とは何かを基本から

説明します。

○ ○ ○ 高松大学 経営学部 教授 松繁寿和
高松大学・高松短期大学

入学センター

27 伝わるプレゼンテーション

プレゼンテーションの技術を教えます。特に、One Slide, One message や色調の

あり方など、スライドの作り方の基本を教えます。また、ゆっくり話す、はっきり話

す、やさしく話すなど、伝わるプレゼンテーションの仕方を指導します。

○ ○ ○ 高松大学 経営学部 教授 松繁寿和
高松大学・高松短期大学

入学センター

28

大豆の数と民主主義：社会が正しい判断

をするために、なぜ「みんなの参加」、投

票に行くことが大事なのか

簡単な数当てゲームを楽しみながら、民主主義がなぜ大切なのか、なぜ投票に

行かなければならないかを考えます。また、正しい情報が行き渡ることの大切さ

についても学び、マスコミの役割も考えます。

○ ○ ○ 高松大学 経営学部 教授 松繁寿和
高松大学・高松短期大学

入学センター

29 感じる広告

テレビやインターネット、SNSで流れている広告を見ていて、何か気づくことはあり

ませんか？広告には接することで"感じる"仕掛けが施されていることは多いで

す。その仕組みについて説明します。

○ ○ ○ 高松大学 経営学部 教授 鈴木嘉彦
高松大学・高松短期大学

入学センター
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30 何を買うかは「記憶」次第

友だちと話をしている時に「それ、欲しいな」と思ったり、コンビニエンスストアで陳

列棚を見ていて「あっ、これかぁ」と思い出して、その商品を買った経験はありま

せんか？その仕組みについて説明します。

○ ○ ○ 高松大学 経営学部 教授 鈴木嘉彦
高松大学・高松短期大学

入学センター

31 YouTuberでも売れない理由

インターネットやSNSでYouTuberやインフルエンサーが商品を紹介することを頻

繁に目にします。しかし、いくら人気がある人が推奨しても、その商品やサービス

がヒットしないことはよくあります。その仕組みについて説明します。

○ ○ ○ 高松大学 経営学部 教授 鈴木嘉彦
高松大学・高松短期大学

入学センター

32 地元民がオススメする効果

商品やサービスの売上を増加させるために有名人を登用してオススメする場面

を多く目にするが、非有名人である地元の人たちがオススメすることでも効果が

あります。その効果について説明します。

○ ○ ○ 高松大学 経営学部 教授 鈴木嘉彦
高松大学・高松短期大学

入学センター

33 ＳＤＧｓって？
2030年まであと4年。今からでもできる簡単なことを、他人事ではなく自分事とし

て一緒に考えてみませんか？
○ ○ ○ 高松大学 経営学部 准教授 平畑博人

高松大学・高松短期大学

入学センター

34 人権って何だろう？

国内外の代表的な人権課題について、その歴史や構造を概観するとともに、ど

のようにすれば解決に導くことができるのか、身近な問題を糸口にしながら解決

策をみんなで考えていきます。

○ ○ ○ 高松大学 発達科学部 准教授 髙倉和弘
高松大学・高松短期大学

入学センター

35
対人・社会心理学から見る医療や社会と

の上手な付き合い方

医療従事者は医療の専門家です。ですがあなたの専門家ではありません。あな

たのことを何でも知ってるわけではありません。あなたが伝えなければいけない

こともあります。あなたの「当然分かってくれているだろう」が思わぬ事態（事故

等）を招きます。これ以外にも様々な医療事故を防ぐために，あなたに知ってお

いていただきたい医療との上手な付き合い方をお話させていただきます。

お話しする付き合い方の基本は，お互いの「対人コミュニケーション能力」による

ものです。これは医療だけに限ったことではありません。対人・社会心理学の観

点から医療のみならず社会全般で通じることを幅広く解説します。

－ ○ ○ 徳島文理大学 保健福祉学部 教授 飯塚    明寿
徳島文理大学高松駅キャンパス

地域連携センター



 【社会学】 2026年5月作成

 30 県内高校生等向け出前講座等一覧

36 漫才はどうやって生まれたか？

誰でも一度はテレビで漫才を見たことがあるでしょう。二人組が登場し、一方がと

ぼけたことを言い、他方がつっこむという「ボケとツッコミ」という役割分担もすっか

りおなじみのものになってしまいました。しかし、これは昭和初期には「最新の芸

能」だったのです。どんなふうに漫才は生まれたかを見ながら「お笑い」と社会に

ついてお話しします。

－ － ○
せとうち観光専門

職短期大学
観光振興学科 教授 田保　顕

せとうち観光専門職短期大学　広

報課

37 ストリートダンスから社会を考える

みなさんの中には習い事や部活動、または体育の授業として「ダンス」に取り組

んでいる（または経験がある）方もいるのではないでしょうか？近年メディアやエ

ンタメでもよく見かけ、みなさんの身近になっている「ヒップホップダンス」や「ブレ

イクダンス」は、日本社会ではかつて「不良の文化」とされていました。社会から

距離を置かれやすい「不良の文化」が、なぜみなさんの身近なものへと変容した

のでしょうか？ダンスを通して、そのような社会の不思議さに迫ってみましょう。

－ － ○
せとうち観光専門

職短期大学
観光振興学科 助教 有國　明弘

せとうち観光専門職短期大学　広

報課


